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第第 11 章章  
環環境境活活動動  

 

本学の学生団体や教職員が展開 
している様々な環境活動の内容 
を紹介しています。 
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子子どどももたたちちにに向向けけたた環環境境啓啓発発  

エコロ助の個性的な活動として、エコレンジャーシ
ョーを行っています。このイベントでは身近な環境問
題を題材にしたヒーローショー、ゲーム、エコ工作を
園児を対象に行い、園児たちが環境問題を知るきっか
けを提供しています。2004 年から始まり、年に1～2
回の頻度で行ってきました。2020年度、2021年度と
会場の確保ができず活動は休止中となっています。 
  

学学外外ににおおけけるるごごみみ拾拾いい  

学外でのごみ拾いボランティア活動も積極的に行
っています。地元の大泉緑地、大仙古墳から、北は万
博公園（吹田市）、南は長松海岸（岬町）まで様々な場
所で行います。ごみ拾いは身近な環境活動として、町
の美化を目指すだけでなく、ごみ問題を考えるきっか
けにもなります。2020年度は大阪府立大学、大泉緑地 

を中心に行い、2021年度は長松海岸、石川（藤井寺市）、
大泉緑地を中心に行いました。 
 
ロロッッククフフェェススででのの清清掃掃ボボラランンテティィアア  

環境部エコロ助は地元堺市で毎年開催されるロッ
クフェス「SAKAI  MEETING」の清掃ボランティアをし
ています。主に会場でのごみの減量・分別を担当して
います。2016年度から毎年参加していましたが、2020
年度からSAKAI  MEETINGは中止を余儀なくされ、開催
を待ち望んでいます。 

 
学学内内資資源源ののリリササイイククルル、、リリユユーースス  

エコロ助では大学内で発生する資源循環のための
活動を行っており、その1つが自転車のリユースです。
自転車が必要でなくなった卒業生から無料で譲り受け
た自転車を修理し、2,600円と安価で販売しています。
2010年度から年間約20台を販売しています。 
また、学内で販売されるリリパック弁当の容器を回
収し、業者の方にリサイクルしていただいています。
食べ終わった容器のシートを剥がして回収ボックスに
入れてもらうことできれいな容器としてリサイクルす
ることができます。しかし、回収率が悪いとリサイク
ルする過程で使用するエネルギーの影響でかえって環
境に悪影響を与えてしまう問題を抱えており、回収率
を高めるための周知活動も行っています。 
 

環環境境部部エエココロロ助助はは・・・・・・  

本学を中心に環境活動を行っている団体です。
学内外を問わず、多くの方々に環境問題を身近に
感じてもらえるよう「できること・気づいたことか
ら、楽しくエコ活動」を理念に掲げ、2001年から
活動を行っています。5 人のサークル活動から始
まったこの団体も今では 68 人で多様な活動を行
っています。ここでは大阪府立大学最後の環境報
告書として、最近の活動を交えながらエコロ助の
これまでの活動を紹介していきます。     

環境部エコロ助のこれまでとこれから 

園児たちに人気のエコレンジャーショー 

SAKAI MEETINGにおけるごみ分別の協力
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キャンパスビオトープの保全活動
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千千早早赤赤阪阪村村ととボボララセセンンののつつななががりり  

 千早赤阪村は、府内最高峰の金剛山に隣接する大阪
府にある唯一の村です。この村には、「日本の棚田百選」
に選出された下赤阪の棚田があります。日本の農村風
景が手つかずのまま残されており、サイクリングやツ
ーリングに人気の場所になっています。秋には棚田の
畦道に灯籠を並べてライトアップする「金剛山の里 
棚田夢灯

あか

り」が行われたり、農業体験や自然体験が行
われたりもしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現在、耕作放棄地の増加や、農業従事者の高齢化と
それに伴う後継者不足により、深刻な農業離れが起き
ています。そのような潮流に呑みこまれず、この素晴
らしい棚田を未来に残していくために、棚田保全活動
が始められました。「下赤阪棚田の会」は山の斜面で米
作りを行う棚田を多くの人に知ってもらい、保全活動
を通して景観を維持していくため、1999年に地元農家
15人によって設立されました。現在も、村外の方に長
期にわたって米作りを知ってもらうため、棚田のオー 

 
ナーとなって米作りを体験する「棚田オーナー制度」
や、後継者育成を目指す実践型講座「大人の棚田塾」
などを、棚田保全活動を支援するNPO法人「棚田ネッ
トワーク」と連携して行っています。 
 ボラセンは、大阪府が「下赤阪棚田の会」と協力し
て運営する府民参加型の「棚田・ふるさとファンクラ
ブ」にボランティアとして参加したことがきっかけで、
直接保全活動に参加するようになりました。そして、
「下赤阪棚田の会」会長のご厚意で、田植えや稲刈り
といった稲作のメインとなる作業や、みかん狩り等の
お手伝いもさせていただいています。ボラセンの有志
メンバーで年に5回ほど訪問し、１年を通してボラン
ティアをする中で、季節の巡りを感じながら農作業を
体験することができます。 
 
活活動動紹紹介介①①【【田田植植ええ】】  
  
 
 
 
 
 
 
 
毎年6月上旬には田植えを行います。近年の田植え
は機械を用いて行うのが主流となっていますが、棚田
は複雑な形をしており、狭い部分やカーブになってい
る部分など、機械で植えるのが困難な所があります。
そのような場所は、私たち学生が手で苗を植えていき
ます。素足で田に入り、手植えをするという貴重な経
験をしました。 
 また、昔から長く続く神事として「早乙女の田植え」
も行われており、私たちはそのお手伝いもしています。
早乙女さんが音楽と掛け声に合わせて苗を植えていく
この行事では、私たちは植える位置を示すロープの提
示や、早乙女さんに苗を渡す役割などを担っています。
伝統行事に触れ、その魅力を肌で感じることができま
す。 

大阪府唯一の村で棚田保全活動 

ボボラランンテティィアア・・市市民民活活動動セセンンタターーVV--ssttaattiioonn（通称：
ボラセン）は、「何か活動をしたい」学生と、「学生の
力を借りたい」地域の方々をつなぐ場です。主に学外
において、福祉、災害、環境、国際、教育、文化、ま
ちづくりなど多方面で、地域と密着したボランティ
ア活動を行っています。今回は、その中から大阪府に
残されている貴重な田園風景を保全する活動につい
て紹介します。 

秋 実りの季節を迎えた
       ―下赤阪の棚田― 

機械が入れない場所で手植えするボラセンメンバー

下赤阪棚田ボランティア
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「大阪府立大学」とし

ては最後となる今回の
環境報告書では、本学の
これまでの環境活動を
振り返ります。 

2009 年度から 2014
年度の 6 年間、本学の学
⾧を務められた奥野武
俊先生にインタビュー
させていただきました。 

 
 
QQ..  奥野先生が学⾧の頃、本学の環境の取り組みが盛
んでしたが、その 1 つである 「府大環境デー」につい
て教えてください。 

府大環境デーは、2012年の世界環境デー （6月5日）
に行った講義で、私が提案して生まれたイベントです。
この講義で、世界環境デーは日本とセネガルが共同提
案してできたことを知らない学生が多いことがわか
り、その認知度を向上させるため学生たちに提案しま
した。学生たちは熱心に企画し、私は UNEP（国連環
境開発計画）に本学の様子を知らせるニュースを送り、
他大学に参加を呼び掛けました。学生と教職員が連携
した結果、2013 年度と 2014 年度に府大環境デーが実
現し、本学と近畿圏の大学において環境活動を行う学
生団体が活発に意見を交換し、交流を図る場となりま
した。 

QQ..    「「キキャャンンパパススビビオオトトーーププ」」がが生生ままれれたた経経緯緯やや狙狙いい、、
効効果果ににつついいてておお聞聞かかせせくくだだささいい。。  

ビオトープとは BBiioo  （（いいののちち））と TTooppss  （（場場所所））とい 

 
うギリシャ語を合わせた造語で、本来、生物群集の生 
息空間を示す言葉です。しかし日本では、小さな池を
利用して箱庭のような生態系のモデルを作ることを
意味していることが多く、残念に思っていました。 

そのような思いを抱いていた 2007 年頃、ごみなど
が多くて汚れていた中百舌鳥キャンパスの府大池 （約
8,700 ㎡）を整備しようという動きがありました。そ
こで、ただ見た目をきれいにするのではなく、府大池
が自らの機能でその環境を整えられるような、自然の
力を活かした整備を目指しました。また、これをきっ
かけに教員・職員・学生がそれぞれの立場からキャン
パスの自然環境に向き合えるよう研究会を設置しま
した。名称を「キャンパスビオトープ研究会」とし、
府大池を中心とした緑の多い中百舌鳥キャンパスに、
多様な生物と人間が共生する空間～ビオトープ～を
作ろうと呼びかけました。 

府大池の整備は当初考えていた以上に難しかった
のですが、結果としてキャンパスの環境について、多
くの人の理解を深められたと感じています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
QQ..  本本学学ははベベトトナナムムででもも環環境境活活動動をを行行っってていいまますすがが、、
そそのの内内容容をを教教ええててくくだだささいい。。  

本学とベトナムの関係を深めるため、2009 年に始め
たベトナム ・ハロン湾の環境改善プロジェクトは、私
にとって印象深い事業でした。このようなプロジェク
トを始めるに当たり必要な資金を得るため補助金を
探すのですが、政府系の開発援助は昔から道路や橋な
ど 「モノを作る」ことを主力にして行われてきました。

～これまでの環境活動を振り返って～ 

 

奥野 武俊先生 
（元大阪府立大学学⾧） 

府大環境デーの参加者一同 (2013 年 6 月) 

キャンパスビオトープのコア 府大池 
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政策提案が優秀賞を受賞

＊学生団体「 」
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